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笫
十
ー
想

0

S

2

雜
錄
英
國
社
會
連
動
皮

U

.就て

英

國

社

會

運

動

史
(:

就

て

(

一)

英
國
社
會
運
動
史
は
如
何
に
編
む
可
き
ゃ
"
又
何
を 

0

す
可
き
や
く

產
m

:^
命
^

ょb

今
B

に

る
ま
で
、 

英
國
勞
働
^

の
地
位
の
上

®

え
に
干
す
る
悤
翁
の 

凝
*'

、
思
想
の
變
邊
と
栩
響
應
す
る
社#

紕
織
.敗
會
制 

{取
の
跡
を
鄯
ね
て
之
を
記
さ
は
記
す
可
き
材
料
の 

餘
b

,
に
®

富
に
し
て
餘
b

に
^

«

な
る
に
惑
は
ざ
る
こ 

と
能
は
ず
。
娀
み
に
英
國
祉
會
運
動
史
の
內
容
と
し
て 

逸
す
可
ら
ざ
る
諸
間
題
を
數
ふ
れ
ば
吾
人
は
先
づ
十
八 

世
紀
末
年
及
び
十
九
世
紀
初
®

に
於
け
る
社
會
主
義
共 

產
主
義
的
思
想
家
の
一
群
を
..看
過
す
る
こ
と
能
ば
ざ
る 

对
し
"

其
虫
な
る
も
の
と
し
て.
は
1
-政
治
的
正
辑
論」

-(
-

0 

.

の
著
客
牛
リ

ヤ

ム
、
ゴ
ツ

ド
ヰ

ン
以
下 
>
 
オ
マ
.
ス
、
ホ

笫
ニ
號 

八
四 

デ
ス
キ
ン
ヽ
牛
ツ
ヤ
ム

■
ヽ
ト
ム
.
ソ
シ
ヽ
ジ
ョ
ン
、ク
レ

'

工、
 

チ
ヤ
ア
ル
ス
、ホ

I

ル
、
ゾ
レ
ィ
等
を
數
ふ
可
し
。
而
し 

て
是
等
社
會
主
義
翁
の.H

心
想
.を
論
ず
る
に
當
つ
て
双
罾 

に
最
も
强
き
影
響
を
與
へ
た
る
人
と
し
て
一
方
に
於
て 

は
經
濟
學
*

ダ
カ
ゲ
ド
オ
他
方
に
於
て
は
學̂

に
し
て 

志
士
に
し
で
實
黎
家
：た
る
ロ. \
ア
ト
-\

オ
オ
ズ
ン
の
名 

を
忘
^

可
ら
ず
。
オ
ォ
モ
ン
は
猶
り
社
會
主
義
の
先
驅 

\

1

者
の
一
人
た
る
に
止
ま
ら
ず
英
國
エ
場
法
の
發
逯
、
職 

|

X

組
合
、
消
薇
組
合
の
發
*
の
上
に
多
大
の
貢
献
を
な 

|

し
た
る

Z

と
世
人
周
知
の.如
し

o

.
左
れ
ば
英
國
社
會
運 

|

働
.史
を
編
む
も
の
特
に
ロ
；パ
ア
ト、' 
オ
オ
ズ
ン
の
一
章 

\

.

を
設
け
て
此
人
の
思
想
と
#
員
と
を
錄
す
る
も
不
當
な 

\ 

b

:と

云

ふ

可

ら

ず

。
.
、
ゴ

ッ

ド

ヰ

V

等
諸
家
の
近
世
社
會 

一

主
義
‘に
對
す
る
實
織
ロ
就
て
世
人
の
注
意
ゼ
促
が
し
た 

る
も
の
S

咿「

勞

働

，
全

收

權

論

」

(2
)

の
著
者
燠
太
利
の
法 

.

學
著
ア
ン
ト
ン
，メ
ン
、力

1

は
恐
ら
ぐ
其
最
初
の
一
人
な 

る
可
し
。
メ

ン
ガ
ー
は
獨
乙
の
科
學
的at
會
主
義
の

M

 

位
を
稍
々
懷
疑
的
の
眼
を
以
て
眺
め
、
力
ア
ル
、
マ
ル

^

ス
の
菊
統
呔
踟
し
て
，マ
次
ク

：

ス.
の

獨

劁

に

あ.&
ず

し
 

て
彼
於
十
九
世
紀
初
年
の
英
國
社
會
述
籤
遨
に
_
ふ
も 

の
•
な
b

と
斷
言
せ
り
。
メ.ン
ガ
ア
の
此
書
は：

英
鶴
せ
ち 

れ
>
フ
オ
ッ
ク
ス
ヱ

W

の
苦
心
に
成
る
序
文
.と
共
に
公
に 

せ
ら
る
。
フ
オ
ッ
ク
ス
ヱ
ル
は
ふ
ン
ガ
ァ
の
所
論
を
補
一 

ひ
：英
國
社
會
主
義
潘
の
最
重
な
る
も
の
と
し
て
ゴ
ド
ヰ
一 

ン
双̂

前
揭
の
六
家
を
擧
げ
、

'

M

口
添
ふ
る
に
精»1
な

\

 

f

* i

史
匕
撕
て
し
た
り
？
此
書&

必
：し

も

脫

漏

な

きj 

に
あ
>b:

ず
、
猶
ほ
加
ふ
可
き
も
の
多
し
と
云
ふ
も©'あ

\ 

れ
ざ
も
、
此
方
面
の
渉
獵
考
の
爲
め
に
舰
究
の
指
針
を 

は
之
に
依
て
與
へ
ら
る
。
是
等

11
:

會
主
«

*

の

學

說j 

は
を

れ
自
體
と
し
て
も
硏
究
の
價
値
あ
る
、
し
と
勿
論
な
一 

れv
>

も
カ
丨
ル
マ
ル
グ
ス
が
是

%

識
家
に
學
び
た
ち
と| 

の
說
办
4'

に

由

て

；
：：

.

|

^
要
を
.洳
べ
來
れ
る
乙
と
は
淨
：

ふ
可
、b
ず
。
前
揭
メ
ン
ガ
ー
は「

分
配
論」

の
著
漭
キ
リ

ャ
ム
*ト
ム
ソ
ン

(3
)

を
以
て
マ
ル
ク
ス
の

^

想
±
の
父 

な
り
と
し
フ
ォ
ッ
ク
ス

H

ル
、
エ
ッ
ブ
'、
グ
ラ
ア
ム
ウ
ォ 

レ
，ス
等
は「

资
本
の
要
求
に
對
し
て
勞
働
の
爲
め
に
辨.

免
十
5

 

0

15£

七〕

‘雜錄
英
亂
馨
敏
動
史
に
就
弋

す
_

及
び
民
衆
經
膨
學
例
の
著
者
：ト.ォ
マ
'ス
，
ホ
ヂ
ス 

キX

を
以
て
±

«:
^

,
と
な
す
。
之
に
對
し
て
種
々
.反
對 

論
あ
れ
ざ
も
.、

本

篇

の

主

旨

：に
.*
ざ

れ

ば

今

詳

し

く

之
 

に
說
き
及
，ぼ
す
乙
と
能
は
ず
。

,

次
'
に
是
等
社
會
主
義
說.
t
相
關
聯
し
て
社
會
運
励
史 

の

若

干

章

を

割

炉

'

'^
る

可

ら

ざ

る

も
の

は
チ
ヤ
I
チ
ス 

ト
；
八
1
1
:
1
0年

ょ

り

五

〇

年
U

至
る
憲
章
黨
運
動
な 

り
o .

表
面
に
現
は
れ
た
る
限り

に
於
.
.て
»
章
黨
運
微
は 

政
治
上
の
改
革
要
求
に
外
な
ら
ざ
れ
ビ
も
其
根
底
に
潜 

め
.
る
意
«

は
».

濟
的
社
#-

的
に
し
て
.ブ
レ
ン
タ
ァ
ノ
は 

之
.
を
以
て「

十
九
世
®

に

於

け

る

最

初

の

'
社

會

民

主

的
 

運

動」

な

ゎ.
と

云

へb
p

a

章

黨

運

動

に

.干

し

て

は

文

!® 

太
だ
多
か
ら
ざ
るU

似
^

り

ガ

：：
ム
へ
メ

.
キ
ジ
の「

慜
章
黨 

運
®

史
.

j
©

以

外

に#

フ
ア
气
_ヲ
レ'
ス
P)

のV

ル
ダ 

レ
エ
：
ダ
經
濟
學
字
典
ズ
レ
シ
タ
ァ
ノ
ー
的
が
コ
ン
ラ
ッ
ド

國
家
$

典
"

及
び
ダ
ル
ユ
ンV

少
ヒ
が
エ
ル
ス
タr
-

濟
字
典
へ
の
寄
稿(9
)

は
典
最
も
重
な
る
も
の
な
る
可 

し
，'。‘
千
.八
宵
^

诗
^

に
..入 
b

s

»

m

*

f
it
r

{:
.
歸

し

第
二
.號 

八̂
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笫

十

一

饴(

ニ
苽
八〕

雜
錄
英
國
社
會
述
動
史
に
铣
.て

て
後
大
凡
三
十
年
間
英
國
勞
働
漭
運»

は
«

和
な
.る
自 

カ
自
肋
主
_

に
支
配
せ
ら
れ"

站

述

泐

の

中
*-
を

な

す
 

も
の
は
職
工
組
合
及
び
消
戏
紺
合

V
J

な
れ
り
。
職
工
.紺 

合
述
動
’

の
歷
史
，に
就
て
は
，既
に
今
日* :
-

典
と
な
れ
るH

 

ッ
ゾ
夫
蒌
の
允
著
姉
，姊
篇(1
0

)

ぁ
b

,。
硏
究
济
は
常
に
安
へ
 

心
し
て
资
料̂

之
に
仰
ぐ
琳
ヒ
得
可
し
。
消
锻

紕

合

運

j 

泐
に
千
’し
て
，は
ビ
ャ
ト
リ
ス
：
。
。ホ
ッ
'
ター

(

後
の
そ
ッ
ブ
一 

夫
人)

の
英
國
紕
合
述
‘動
史(1
1

)

ぁ
5

0

英
國
消̂

組

合

の

\ 

Jt

後
の
發
速
は
秫
々
の
增
補
と
修
正
と
を
此
書
に
向
つ

\

て
要
求
ず̂

J

も
而
か
も
大
體
に
於
で
此
書
は
職
エ
組.|

. 

合
運
»-
.

に
於
け
る
ギ
ッ
ブ4

K
%

l ':
f

大
著
.
ビ

、
' 

\

 

消
幾
組
合
龜
泐
に
干
す
‘
標
準
作
ど
じ
て
一
鵰
校
承
認

\
 

せ
ら
れ
ん
と
じ
つ̂

あ
,̂
^
^
^
。

 

* 

\

.

.千
八
宵
八
卡
年
を
以
て
英s
jr
d

;

#

*泐
は
；
新

時

期
'

に
入
る
、
即
ち
此
蹄
代
に
於1:
~-

方

^

於

で

は

チ

ャ

ァ
 

チ
.
，ズ
• 

A

の

鎭

靜

と

共

に

冬

眼

に

入

る

社

會

%
;
_
思 

想
の
傲
活
ぁ
4

、
.
他
方
に
於
て
は
無
精0

勞
働
漭
問
に 

於
け
&

職
ェ
»

合
©

普
及
る
共
に
漸'く
個
人
主
義
よ6

第
二
號

八
六

jr
r

k
會
主
義
に
傾
け
る
新«
,
エ
亂
ゲ
生
_

の
.

«

&
合
伞
1

 

を
腮
し
て
、
職
エ
組
合
述
動
全
體
に
著
し
き
急
進
的
难 

命
的
、
階
級
爭|8
)

的
色
彩
を
帶
び
し
む
名
も
の
へ
あ_
:
 i 

八
A

九
年
の
偸
俯
潜
同
盟
罷

H

の

成

切

は

薪
 

職

エ

組

合

主

翁
0

決

繁

的

勝

刺

；を

宣

言

す

，る

t
P

の

ビ»
 

せ

ら

：る
W

社

會

主

義■

想
©

復

活

•に

就

で

は

ニ

人

の

影
 

響
0.

看
^

^

可
£>
_
ざ
る
：?>
;
.
の
あ
6

VO
. 

逃
.れ

，
て

偸

敦
 

に
客
括
り
し
力
ア
ル

.

マ
デ
ク
ス
及

.び

米

國

よ

か

，渡

來
 

し
.
t
 土
地
單
截
運
動
の
遊
說
を
試
み
し
へ
ツ
リ
ィ
.
ジ 

SJ
;
,
オ
ジ
即
鉍
是
な
卜
？̂
,
:ル
；ク
ス
は
ブ
リ.
チ
シ
：サ
，
>
、
 

ユ.
1

、ジ
.
.ャ
A

の
.
附
近
.に
^

し
、
日
"

^

ミ
^

1

"ジ
.
.ャ
'
.ム
.圖 

書
館
に
入
り
で「

資
本
論」

著
作
の
業
を
_

み
：つ
、
.あ
-

 ̂

し
ト
間
に
於
て
は
椴®

^

T

は
少
數
外
國
人
の
間'に
止
ま 

P

て
未
だ̂

^

 r

般
英
^

^

倾
考
©

上
に
及̂

乙
と
.な 

か
办
き
？
'

T

ル
ク
；ネ
«

.

^

^

1は
某
の
心
醉
者
：ハ
ィ
ン
ド 

マ
ン
を
得
る.に
：及
び
，
ft

會
民
主
tp
l

.

w

s

A八」

年) 

と
な
&

始
め
て
»
際
上
の
一
勢
力
と
し
て
現
は
れ
允 

p

 

o 

_
J方
に
多
.ズ
、
.へ

- y

.ッ
：ィ
.ジ.
.
，
.ョ.
I

ジ
.
の
影
響
を
被
ふ

m

；

i

g
2̂
H
B
E
V
?̂
ĝ
â

>̂
i
!
E
s
a
:
£
s
=
:
s
!
a
g
:
J
R
5
g
g
g
5
g
g
g!
j;
ag
g!!gagB5B!aHag!J!l

H
g
,
a
w
3
ggB5g!!gg5L;gajB:s:̂

g
K
5!::!s

g
R
!
S
M
B
a

.2̂ 1i # :

だ
る
.ム
1

の
靑
年
は
タ
江,t
r

ャ
ン
協
會
を̂

^

せ
6

 (

一
 

,
/v
A

l

l歪

,
シ
，K
-

十̂
:
:

r

ッ
妁
及
び
バ

，
.广
ナ
ア
ド

•
シ

―

於

就̂

最

を

襲
"

^

へ
ジ
ソ̂:
“

グ
ョ
ク.
ジ
：はE

霄

•
主
_

者

涵

ず

、
然
权f

#.
地

街

董

型

地

國

有
 

論
ぼ
自
，̂

勸

爵

得

な

る

，も.の
>

本
質
に
就
t ;

人
：の

) 

注
$

從
淤
じ̂

他
代
以
，外

に

地

代

と

す

\

:

る
'
所
#

果
し
.
,
.老
な
き
；や
と
云
ふ
點
.に
注
目
せし

め

、

一
 

ル
べ
て
0

ま
*.
1

«

«

凡
ぺ
.
セ
之
を
國
€

®

一
 

*

^

敗
む
'
可
じ
'̂:

の
1

_

^

義
き
た
讼
。
、
#

印

と

職

レ\

隹

を

售

其

集

產_

漏

摅
4

_

す

各

运

代' \

論

を

以

で

蓉";
0

;

.

_

|ネ
ジ
，の
ー
影
響
猶
、ほ

其

管

疋

び

一
 

4

を

見

焱

岢

じ6
a

K

.

ci i
^

^

外

疆

ほ

年

％

ャム
。‘I 

斤
ォ
、
-
リ
.

ス
を.劍

立

者

と

ず

る

社

會

主

義

#

圏

結

あ-
^

0 

.
一 

f

社

會
1 4

主
同
盟0

ユ

资

派

の«

あ

レ
.
し
が
、>
r

.ォ 

リ
ネ
は
嵌
代
の
エ
：場

エ

業

、
機

械

的

生

*

に
對
し
て
反.

0

を
狍
き
此
點
に-
於
て
は
時
勢
'に
逆
行
ぜ

ん

乙

と
を
求 

、令
、
他
0

一
 

方
に
於
て
は
|^
«

の

個

人

に

對

す

る

_

制 

を
忌
む
事
甚
し
ぐ
、
\'
.
燊
廣
主
_

に
#

き

て

漸

次

‘
無

政

府
 

.第
十
$

、
c
l
v

五
九〕

’
雜

，
錄
‘
英
國
A

甚
動
史
に
雜_

主
義
的
色
彩
，を.鮮

，
明

に

す

な

に

没

れ

.り
。「一

A

A

Q

^

代
P

於
|

社

裏
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⑷
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右
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史
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何
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可
き
か
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ふ
に
勞
働
潘
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政
治
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に
於
け
る
運
動
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適
當
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目
な
■る
可
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勞
働
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代
表
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選
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鐵
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ら
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。
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を
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叙
す
る
ほ
最
：も
當& :

得
^

る
業
な
る
可
し
。
英
國 

エ
場
法
は
其
*
來
最
も
古
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述
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途
，

の
，
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念
碑V

J

し
，

てー
観
匕
要
す
る
は
前
記
、救
贫
法
調 

赍
委
«'

の
報
吿
な
纟
。
此
報
吿g

ば
多
數
求
蒽
見VJ.

少 

數
满
意
la
v
/
の
ニ
一 
部
ょ
り
成
る
o;

灰
數
ポ
少
數
漭
架
に\ 

救
贫
法
の
根
本
的
改
取
を
必
耍
ビ
ず
る
に
於
て
は一
なZ

 

れV
r

も
少
數
意
見
は
に
麼
急« ;

的
に
.し
て
.救
贫
法
典
漭
一 

の
做
廢
を
|1
:

求
1|

ィ
埒
ち
救
贫
0-

原
則
に
代
ふ
.る
に
防
一 

货
の
‘.

M
則
を
以
て
せ
んvj

す
る
，も
の
な5

。
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方
に
於
て̂

«1
^

は
:̂
'

«

黨
の
||
1

織

に

成

功

し

、
，

一 

他

方

に

於

ぞ

H

場
法
の
，發
達
は
最
低
貨
銀
法
の
制
定
に
一 

:T

>
つ
て
ニ
新
時
期
に
入
れ6

。
避
れ
ょ
り
後
の.
發

展

をI. 

狀
ず
る
は
.社
會
運
動
現
代
史
の
枉
務
；な
る
可
し
。さ
，
て 

视
代
史
は
何
-を
語
る
可
き
か
。
英
國
勞
働
^
は
勞
働
齋 

の
成
功
に
'
徘

ひ

て：
時

.
#

^
の
希
蹵
を
之
に
骤
ぎ
勞
働 

热
ば
即
ち
政
治®
®;

は
從
等
の
求
む
る-如

何

な

^

物

を
 

も
-»
-

へ
得
可
し
€

空
想
し
た
め
。
漱
れ
ど'
^
>勞
鲫
黛
，の

成
し
f

n

u

p

，は
少
な
し
、
恐
ら
ぐ
千
九
西
六 

年

の

議

，法
の
制
定
は
其
唯
一
の
も
の
な
る
可 

し
。：
勞
働
潘
«.

失
绍
せ
'ざ
る
こ
’
/し
能
は
ず
。
偶
々
サ
ン 

デ
カ
リ
、ズ
ム
は
此
時

.に
當
つ
て
怫

»

阿
ょ
り
»

來
せ
り 

ナ
ン
デ
カ
リ
、ズ
ム
は
英
國
勞
働

*

に
*
し
て
何
を
敎
へ 

し

か

-
。

サ

シ

デ

、カ

リ

ズ

ム

の

「

革

命

主

義

^

カ

主

義

は
 

英
國
勞
働̂

||
|

]
に
於
て
深
き
极
漉
を
植
ぅ
る
¥
能
は
さ 

り
し
が
、そ
の
議
會
政
策
の

«

畠
、
集
*
主
義
に
對
す
る 

攻
擊
は
勞
働
黛
の
前
途
並
に
集
產
主
義
の
前
途
に
就
て 

汉
潘
を
促
が
す
府.因
を
作
れ
り
。
勞
働
黛
は
米
だ
彼
等 

の
全
迅
命
を
托
す
る
に
足
ら
ず
、
同
時
に
集
產
生
雜
も 

亦
彼
等
の
•求
む
る
凡
て
の
物
を
與
么
る

z

V
J

能
は
さ
る 

を
^

るV
J

共
に
、
勞
•働
激
に
滿
足
し
て
一
時
忘
れ
ん
ど 

し
た
る
職
T

:
紕
<

2
の
運
働
に
彼
等
は
洱
び
新
な
る
自®
 

を
以
て
力
を
注
ぐ
に
：虫
れ
り
。
大
凡
そ
千九
西

十

尔

以
 

來
の
.;^

評
^

修
：不̂

は

淨

の

勿

く

烟

釋

す

可

き

も

の

，
な 

K
y
( 

Wし
て
.

#

び
力
^」

«

エ
組
合
述
動
に
注
ぐ
マ

」

同
一 

に
幾
ザ
'!

の
二
部
に
は
舊
眸
の
如
ぐ
職H
tt

合
を
以
t

狀

g
g
!
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S
5
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>:=

謂

3

(.l

;--̂
i
:
J
h
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::5
g
r
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g
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s
g
K
gg!!gg

i
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r
^
-1

1
l
!
y
y
g
"

|

!

、に
货
飯
引
上
時Ri
i

短
縮
の
機
關
ビ
の
み
見
る
を
以
て
敝 

足

せ

成：

吏
に
，進
ん
で
職
工
組
合
を
手
段
ミ
し
て
©
銀 

制
度
其
物
に
何
等
か
の
變ai
を
加

ふ
る

こ

マ
し
不

可

，
能

な
 

り

や

のS

に
'
思

ひ

及

ぶ

も

の

.を

出

だ

す

に

一

生

れ

b
 

o 
W

 

ち
®

來
頻
り
にC

o
n
t
r
o
l

 

o
f

 

i
n
d
u
s
t
r
y

な
る
恶
の
用
ひ 

ら
る
’
、
所
以
に
.し
て
，>
雜
誌「

|

柿
代」

ー
派
に
依
，で
唱 

へ
ら
る
、
ギ
ル
ド
ソ
ン
ャ
リ
、ズ
ム

CD

/
如
き
も
亦
此
時
勢 

.
吵
產
#； V

J

見
'ふ
を
適
當V

J

す

"

英

國

勞

働

漭

運

微

の

最
 

«

の
，
發

跋

に

就

.
て

最

15
1

の
，參
考
書
は̂
1
ォ
ル
の
著

「

罾 

働
の
あ
界

」
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)

な

ら

ん

。
，
，職

エ

組

合

述

磡

に

於

け

る

最
 

’
近
，の
傾
內
ヽ
怫
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